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令和３年度決算令和３年度決算からから

一般会計一般会計のの決算決算ををPICK UP！PICK UP！

歳入総額 289億7,015万1千円 － 歳出総額 273億5,612万円
　　　　　　（令和２年度比56億2,093万3千円減）　　　　　　　（令和２年度比65億5,024万5千円減）

　　　　差し引き額16億1,403万1千円（令和２年度比9億2,931万2千円増）

翌年度に繰り越す（使い道が決まっている）財源2億7,197万4千円を差し引くと、実質収支額13億4,205万7千円の
黒字（前年度比7億9,717万5千円増）。地方財政法第７条に基づいて、約半分の6億8,000万円を財政調整基金に積み
立て、残る6億6,205万7千円が翌年度繰越金（使い道がまだ決まっていない財源）となります。
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皆様からの税金
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組織管理や職員給与、防災、
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（総務費）
組織管理や職員給与、防災、
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（衛生費）
ワクチン接種や健診などの
保健衛生やごみ処理などに
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道路などの土木工事などに
��億���万�千円（�.�％）
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道路などの土木工事などに
��億���万�千円（�.�％）

（公債費）
借りているお金の返済に
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��億�,���万�千円（�.�％）
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消防活動のために
��億�,���万�千円（�.�％）
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商いや観光を盛り上げるために
�億�,���万�千円（�.�％）
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【財政調整基金】大災害時や大幅な税収減などの緊急時に取り崩す基金の残高は…？
１億9,291万円を取り崩し、事業の財源に充て、２億8,056万2千円（決算剰余金含む）を新たに積み立て 、
18億3,364万7千円（令和２年度比 8,765万２千円の増）となった。
※「鹿嶋市財政計画」では20億円の確保を目安に積み立てや取り崩しを行っている。
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決算
審査

予算決算常任委員会の決算審査では、３つの分科会に分かれ、令和３
年度の決算を詳細にチェック。６つの事業を抽出し、評価をしました。

【決算評価】　Ａ：十分評価できる　Ｂ：やや評価できる　Ｃ：あまり評価できない　Ｄ：全く評価できない
【今後の方向性】　 拡充 さらに充実して継続	 継続 現在の水準で継続	 改善 改善・効率化して継続

総務生活分科会 委員長：池田芳範 	 副委員長：栗林京子
委　員：内田政文（※）、立原弘一、河津　亨、舛井明宏　　　　　　　

　市内及び広域公共交通体系の確立に向け
て、地域公共交通活性化協議会の運営ほか、
鹿嶋コミュニティバスや広域路線バス等の
運行支援及びデマンド型乗合いタクシーの
運行委託を行う事業。公共交通空白地の解
消のため、これまでの鉄道、広域バス、コミュ
ニティバスに加え、日常生活に欠かせない
商業施設や医療機関、公共施設等を目的地
としたデマンド型乗合いタクシーの運行を
実施。

委員の評価 　

　鹿島アントラーズを活用し、本市の積極
的なPR事業を展開するとともに、鹿島アン
トラーズ・鹿行5市・茨城県で構成する協議
会をもって、地域全体の盛り上げを図る事業。
例年実施している、ホームタウンデイズ等
に合わせたPRイベントはコロナ禍により中
止した。CF型ふるさと納税（※）を実施し、鹿
行地域の子どもたちのスポーツを通じた
心身の教育や市のスポーツ文化醸成のため、
鹿島アントラーズを支援した。

委員の評価

C B公共交通対策事業
決算額7,260万5千円

（財源：市5,720万6千円、国 県636万
円、その他903万9千円）

ホームタウン推進事業
決算額1億7,504万9千円

（財源：市31万5千円、その他1億7,473
万4千円）

改善 継続

ピックアップピックアップ

やや評価できる 継続
　ホームタウン内に目を向け、まち全体でアン
トラーズを応援し、そのことによって、スタジ
アムを中心に市、地域が盛り上がるように取
り組んでいくべき。

あまり評価できない 改善
　執行部の努力は認めるが、便数や運賃な
ど市民要望との乖離があるため、あまり評価
できない。タクシーの初乗り運賃助成との比
較検討などを試みることも必要。

やや評価できる 継続または拡充
　キャリアデザイン教室など教育分野での連
携事業のように、鹿行地域内での盛り上がり
が期待できる取組は評価できるが、ＣＦ型ふ
るさと納税について、今後は目標額を達成で
きるよう努力すべき。

あまり評価できない 改善
　先進的な取組について調査研究し、市民
の利便性や費用対効果を上げる新たな方策
についても精査していくべき。

やや評価できる 継続
　以前はあまり評価できなかったが、ＣＦ型
ふるさと納税で建設したアントラーズアカデ
ミーフィールドも含めて前向きにやっている
ことは評価できる。改善の余地はまだある。

あまり評価できない 改善
　執行部の努力は分かるが、いろいろな問
題がある。市民が今の状況で利便性をどう
考えているか把握するように。無駄だと思え
ば新しいものへ切り替える勇気も必要。

（※）ＣＦ型ふるさと納税…自治体が抱える課題の解決や地域の活性化等を図るため、ふるさと納税制度を活用して
行うクラウドファンディング。自治体が行う事業等に対して共感した方から寄附を募る手法で、ふるさと納税
における寄附金の「使い道」をより具体的にしたもの。

（※）内田委員は市の監査委員
を務めているため、決算
審査には参加しません。
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　市民の主体的な様々なまちづくり（学習）
活動の拠点として、施設の貸出しを行うと
ともに、適切な施設の維持管理を行うもの。
また災害時等における避難所としての役割
を担っている。利用者が快適な学習環境の
中で利用できるよう、施設の維持管理運営
業務を行った。

委員の評価 　

　市内に所在する各種文化財を適切に保存
管理できるよう、各施策を実施し、鹿嶋の
歴史を後世へつなげる事業。指定文化財の
維持管理及び調査等を実施するとともに、
ミニ博物館ココシカにおける企画展示やデ
ジタル博物館の更新等を行い、鹿嶋の歴史
の周知を図った。

委員の評価

A Aまちづくり市民センター管理費
決算額1,675万円

（財源：市1,647万8千円、その他27
万2千円）

文化財保護経費
決算額1,718万1千円

（財源：市1,710万4千円，その他7万
7千円）

改善

改善

【決算評価】　Ａ：十分評価できる　Ｂ：やや評価できる　Ｃ：あまり評価できない　Ｄ：全く評価できない
【今後の方向性】　 拡充 さらに充実して継続　　 継続 現在の水準で継続　　 改善 改善・効率化して継続

文教厚生分科会 委員長：樋口富士男 	 副委員長：川井宏子
委　員：飯塚俊雄、根崎　彰、宇田一男、佐藤信成、内野敬仁

ピックアップ ピックアップ

十分評価できる 改善
　歴史的資料の価値が分からない状況を改
善するためにも、そのための予算をつけて
いただきたい。資料の歴史的価値について
の選別を早急に行う必要がある。

十分評価できる 改善
　災害時には、防災拠点となることから、
避難所としてのスペースと避難動線の確保
をしていただきたい。

十分評価できる 改善
　市の文化財保護経費としては、歴史ある
まちにしては少ない。比較的少額で成果を
上げていると考えるため評価できる。

十分評価できる 改善
　借用の部分については、相手方と協議し、
解決を図ってもらいたい。今後の方向性と
して、できるところの改善は進めるべき。

十分評価できる 改善
　時代時代に合わせて文化財の保護はもち
ろん必要である。展示場所については改善
が必要である。

やや評価できる 改善
　現状の管理以外にも、今後燃料代や電気
代などの値上がりが予想されるため、厳し
いところもあると思うが、動産・不動産を
含めた適正管理を検討してもらいたい。

十分評価できる 改善
　文化財資料の調査研究がまだまだ進んで
いない。デジタルアーカイブ化の方向性は
あるが、進展してないため改善を求める。

十分評価できる 継続
　来年度、電気ガス水道といった需用費が
上がることが見込まれるため、現状の市民
サービス、快適性を失わないように環境整
備をしてほしい。

十分評価できる 継続
　今後、鹿島神宮の宝物館完成を視野に入
れて、ココシカの存在意義を別に検討しな
ければならない。状況の変化に対応できる
よう団体と十分な検討を行うべきである。

十分評価できる 改善
　改善しながらより快適なスペースである
公民館を作ってもらいたい。

特
集
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　農業生産基盤及び土地基盤の整備を促進
し、農業生産性の向上及び農業総生産の増
大を図るため、各土地改良区に対する支援
を行う事業。

委員の評価 　

　近隣市との連携事業等により、新たな観光
ブランドの創出や交流人口の増加を図る事業。
アントラーズホームタウンDMO（※）の運営支援
など、観光による地域づくりの推進に取り組
んだ。

委員の評価

B A土地改良推進事業
決算額3,695万2千円

（財源：市2,581万4千円、国県1,113
万8千円）

広域観光対策事業
決算額2,722万8千円

（財源：市832万8千円、その他1,890
万円）

拡充 継続

都市経済分科会 委員長：坂本仙一 	 副委員長：笹沼康弘
委　員：田口　茂、小池みよ子、山口哲秀、菅谷　毅

ピックアップピックアップ

十分評価できる 継続
　新しい事業の導入など、賑わいのまちづく
りのための努力は見える。コロナもあったた
めなかなか評価するのも難しいが、インバウ
ンドで海外からの来訪者が来るようになれば、
さらに増加が見込まれると思うが、今のまま
でもコロナ禍においては十分評価できる。

やや評価できる 拡充
　老朽化に伴い壊れたままの樋門がある状
況は、大雨時の内水氾濫などが懸念され、
今後の計画的な対応が求められる。課題解
決のためには拡充しないといけない。

十分評価できる 継続
　各事業コロナ禍の中でも努力しており、
今後もコロナ禍でダメージを受けているか
らこそ継続して事業を実施すべき。

やや評価できる 拡充
　本事業は農地のためだけでなく地域のた
めにも必要不可欠。補助金や国の交付金を
拡充する方向で協議を。

十分評価できる 継続
　各事業、新しいことに取り組んだことは評価で
きる。ＤＭＯについて補助金は終了するが、これま
で培ったノウハウをしっかりつないでもらいたい。

やや評価できる 拡充
　土地改良区の樋門は、農業振興のみでは
なく、湖岸地区の災害対策の観点からも重
要な施設であり、改善策を協議する必要が
ある。

十分評価できる 継続
　各事業コロナ禍の中でもしっかり取り組
んでおり、今後も期待できる内容。東国水
郷観光推進協議会に加わった神栖市も含め、
広域で多くの観光客を迎えられるような事
業の展開を期待する。

やや評価できる 拡充
　本事業なしでは土地改良区は成り立たず、
必要性は高い。拡充の必要がある。

十分評価できる 拡充
　特に東国水郷観光推進協議会に神栖市が
加わったことは評価できる。これからどの
ように観光ビジネスに結びつけるのか、観
光事業者と連携し、意見を聴きながらネッ
トワークの構築を。

やや評価できる 拡充
　土地改良区のポンプ修繕の補助や多面的
機能支払交付金の活用などしっかり事業を
実施しているが、機能しない樋門等を含め
れば改善する余地がある。これからも指導・
支援を。

（※）アントラーズホームタウンDMO…鹿行地域内にスポーツツーリズムを
核とした観光プラットフォームを確立し、交流人口拡大や雇用の創出、
地域経済の活性化を行うために設立された一般社団法人。観光客誘
客のための着地型旅行事業と新電力販売や地域商社といった収益事
業を二本柱に、地域の稼ぐ力を向上させるための事業を実施している。
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

市長から提出された議案　15件

議 案 第 3 9 号 令和４年度鹿嶋市一般会
計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ１億1,715万9,000円を追加し、総額244億2,805万3,000円
とするもの。歳入の主なものとしては、震災復興特別交付税による地方交付
税の減２億8,274万5,000円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金などによる国庫支出金の増１億3,596万9,000円、介護保険特別会計繰入
金などによる繰入金の増1,956万円、前年度繰越金の増２億5,324万8,000円
など。歳出の主なものとしては、報酬などによる市長選挙事務経費の減1,983
万8,000円、子育て世帯応援商品券事業委託料などによる子ども子育て支援
事業の増6,201万8,000円、合併処理浄化槽設置補助金による合併浄化槽等普
及推進事業の増2,285万3,000円、道路維持補修工事費などによる道路維持補
修費の増１億1,940万円、事業中止による歴史資料館整備事業の減1億642万
3,000円などを計上。

原案
可決

議 案 第 4 0 号
令和４年度鹿嶋市介護保
険特別会計補正予算（第
１号）

歳入歳出それぞれ5,394万8,000円を追加し、総額46億7,473万5,000円とす
るもの。歳入としては、国庫支出金52万9,000円、支払基金交付金614万5,000
円、繰越金4,727万4,000円、歳出としては、積立金778万6,000円、諸支出
金4,616万2,000円を計上。

原案
可決

議 案 第 4 1 号
令和４年度鹿嶋市農業集
落排水特別会計補正予算

（第１号）

歳入歳出それぞれ245万9,000円を追加し、総額8,115万4,000円とするもの。
歳入としては、前年度繰越金の増245万9,000円、歳出としては、工事請負費
による大船津地区農業集落排水施設費の増209万6,000円、修繕費による爪木
地区農業集落排水施設費の増36万3,000円を計上。

原案
可決

議 案 第 4 2 号
令和４年度鹿嶋市下水道
事業会計補正予算（第１
号）

収益的収支について、既定の支出予算総額に、営業費用887万7,000円を追加
し、総額14億827万5,000円とするもの。資本的収支について、既定の支出
予算総額に、建設改良費13万5,000円を追加し、総額9億8,602万円とするもの。

原案
可決

議 案 第 4 3 号 令和４年度鹿嶋市水道事
業会計補正予算（第１号）

収益的収支について、既定の支出予算総額に、営業費用730万1,000円を追加
し、総額17億1,078万6,000円とするもの。

原案
可決

議 案 第 4 4 号 鹿嶋市職員の降給に関す
る条例

地方公務員法等の改正に伴い、定年引上げに伴う管理監督職勤務上限年齢制
（役職定年制）導入による降給を規定するほか、所要の規定を整備するため、

条例を制定するもの。
原案
可決

議 案 第 4 5 号
鹿嶋市職員の定年等に関
する条例の一部を改正す
る条例

地方公務員法等の改正に伴い、職員の定年を引き上げる（60歳→65歳）ほか、
所要の規定を整備するため、条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 4 6 号
鹿嶋市教育委員会委員の
任命について

鹿嶋市教育委員会委員の任命に当たり、地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるもの。任期は、令和
４年10月１日から４年間。
議案第46号：大槻　啓子　氏（再任）
議案第47号：岡田　　淳　氏（新任）

原案
同意議 案 第 4 7 号

議 案 第 4 8 号 市道路線の認定について 中地内に整備した道路１路線について、認定をするもの。 原案
可決

議 案 第 4 9 号 令和４年度鹿嶋市一般会
計補正予算（第４号）

歳入歳出それぞれ１億6,092 万円を追加し、総額245 億8,897 万3,000 円とす
るもの。歳入として、新型コロナウイルスワクチン接種対策費等による国庫
支出金の増１億6,092 万円、歳出として、新型コロナウイルスワクチン接種
経費１億6,092 万円を計上。

原案
可決

諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推
薦について

人権擁護委員候補者の推薦について、人権擁護委員法第６条第３項の規定に
より議会の意見を求めるもの。　・宮沢　政治　氏（再任）

原案
適任

認 定 第 １ 号
令和３年度鹿嶋市一般会
計及び特別会計歳入歳出
決算認定について

令和３年度の鹿嶋市一般会計及び特別会計、鹿嶋市下水道事業会計並びに鹿
嶋市水道事業会計の決算について、認定を求めるもの。

原案
認定

認 定 第 ２ 号 令和３年度鹿嶋市下水道事
業会計決算認定について

原案
認定

認 定 第 ３ 号 令和３年度鹿嶋市水道事
業会計決算認定について

原案
認定

議員から提出された意見書　１件

意見書第１号
シルバー人材センターに
対する支援を求める意見
書

令和５年10月に、消費税において適格請求書等保存方式（インボイス制度）
が導入される予定となっているが、センターの会員に対して、形式的に個人
事業者であることをもってインボイス制度を適用することは、高齢者のやる
気や生きがいを削ぎ、ひいては地域社会の活力低下をもたらすものと懸念さ
れるため、少額の収入しかないセンターの会員の手取額がさらに減少するこ
となく、センターにおいて安定的な事業運営が可能となる措置を強く求め、
地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出するもの。

【意見書の提出先：衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、国税庁長官、
厚生労働大臣、経済産業大臣】　　　　　　　　議案の提出者：笹沼康弘議員

原案
可決

令和３年度決算のほか、市職員の
定年延長のための条例などについて審議

８月31日～９月22日の23日間、令和４年第３回定例会が開催され、市長から提出された15件の議
案、議員から提出された１件の意見書、議会へ提出された３件の請願、委員会から提出された２
件の意見書を審議しました。議決結果は次のとおりです。

９月
定例会

討論は
 ８ページ

審査は   
10 ページ

審査は   
10 ページ

審査は   
11 ページ

審査は   
11 ページ

全文は   
21 ページ

詳細は   
２ページから

討論は
 ８ページ

議
案
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

請願と委員会から提出された意見書　５件

令 和 4 年
請 願 第 2 号

教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度堅持の
ための政府予算に係る意
見書採択を求める請願

地方自治法第99条の規定に基づき、国会及び関係省庁へ意見書（第２号）を
提出するよう請願するもの。 採択

意見書第２号
教職員定数改善及び義務
教育費国庫負担制度堅持
に係る意見書

国に対し、「中学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少
人数学級について検討すること」、「学校の働き方改革・長時間労働是正を実
現するため、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進する
こと」、「教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保し
た上で義務教育費国庫負担制度を堅持すること」を強く要請し、地方自治法
第99条の規定に基づき意見書を提出するもの。

【意見書の提出先：衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、
文部科学大臣】　　　　　　　　　　　　　　議案の提出者：文教厚生委員会

原案
可決

令 和 4 年
請 願 第 ３ 号

インボイス制度の実施中
止を求める意見書に関す
る請願書

地方自治法第99条の規定に基づき、国会及び関係省庁へ意見書（第３号）を
提出するよう請願するもの。

不 
採 
択

意見書第３号 インボイス制度の実施中
止を求める意見書

免税業者を取引から排除しかねないインボイス制度は、事業者間の取引慣行
を壊し、免税店制度を実質的に廃止するものであり、仕入れや経費に含まれ
る消費税を価格や単価に転嫁できなければ、ベンチャーもフリーランスも育
たない。特に、鹿嶋市は日本製鉄をはじめとする大手企業が立地する「鹿島
臨海工業地帯」が展開されており、下請けとして働く小規模建設事業者も多
いことから、インボイス制度導入に伴う経営難による廃業などが増えれば、
工業地帯の生産力を担う現場の働き手を失う事態になりかねない。また、高
齢者の社会参加促進や生きがいの充実などに貢献しているシルバー人材セン
ター事業においては、会員が請負契約を結び個人事業主として配分金（収入）
を得ていることから、会員が課税業者になるか、シルバー人材センターが会
員への配分金に含まれる消費税を負担するか、厳しい選択を迫られることに
なるなど、インボイス制度導入が与える影響は広範囲である。以上の理由から、
国に対し、消費税インボイス制度の実施中止を求め、地方自治法第99条の規
定に基づき意見書を提出するもの。

【意見書の提出先：衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、
法務大臣】　　　　　　　　　　　　　　　　議案の提出者：総務生活委員会

否決

令 和 4 年
請 願 第 ４ 号

特別支援教育の環境整備
に関する請願書

鹿島特別支援学校へは、鹿行地域の５つの市から児童生徒が通っている。令
和３年度は340人強、令和４年度は350人強と年々増加しており、教職員も
180人強で、同校は県内第２位の児童生徒が在籍する大規模校になっている。
過大過密により、適切な教室数の確保や空間の維持を行うことが出来ない。
また、約２時間を要して通学する児童生徒も在籍しており、その状況は大人
でも耐えられるものではなく、現状、多大なる教育機会を損失する環境となっ
ている。鹿嶋市においては、この現状を認識され、神栖市・潮来市・行方市・
鉾田市と共に、新たなる特別支援学校の創設を求める。知的障がいや重複障
がいがある子ども達により良い教育環境が得られる空間であることを望み、
格別なご配慮をお願いし、以下の請願事項が実現されるよう、地方自治法第
99条の規定にもとづき県への意見書を提出するよう請願するもの。
１．知的障がい児、肢体不自由児対応の特別支援学校を鹿行地域の適切な箇

所に新設する。
２．重複クラスを尊重する。
３．医療的ケア児の特性を踏まえた教育環境、 通学環境を整備する。

不 
採 
択

討論は  
 8ページから

討論は  
 ９ページ

審査は  
 10 ページ

審査は  
 11 ページ

全文は
21 ページ

議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案と
議員（会派）の賛否結果

未来かしま 公明
かしま

日本
共産党 幹　会 無会派

無
所
属

飯
塚
俊
雄

内
田
政
文

根

崎　

彰

池
田
芳
範

坂
本
仙
一

小
池
み
よ
子

栗
林
京
子

笹
沼
康
弘

内
野
敬
仁

山
口
哲
秀

樋
口
富
士
男

立
原
弘
一

川
井
宏
子

宇
田
一
男

菅

谷　

毅

舛
井
明
宏

河

津　

亨

佐
藤
信
成

田

口　

茂

令和４年請願第３号 インボイス制度
の実施中止を求める意見書に関する
請願書

× × × △ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書第３号 インボイス制度の実施
中止を求める意見書 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年請願第４号 特別支援教育の
環境整備に関する請願書 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。
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の会議録検索システムで閲覧することができます。
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改

善
が
必
要
。
職
員
の
待
遇
改
善
と
老
後

保
障
、
市
の
未
来
を
支
え
る
若
い
有
能

な
職
員
の
積
極
採
用
に
取
り
組
み
、
市

民
の
福
祉
、
暮
ら
し
の
向
上
に
貢
献
で

き
る
市
政
の
発
展
を
強
く
要
望
し
、
賛

成
と
す
る
。

■
認
定
第
１
号　

令
和
３
年
度
鹿
嶋
市

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
の
鹿
嶋
市
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
認
定

を
求
め
る
も
の
。（
概
要
は
２
～
５
ペ
ー

ジ
を
チ
ェ
ッ
ク

）

賛成

宇
田
一
男 
議
員

　

４
年
ぶ
り
と
な
る
実
質
単
年
度
収
支

の
黒
字
化
や
財
政
調
整
基
金
の
積
み
増

し
を
図
る
な
ど
数
値
的
に
も
改
善
さ
れ

て
お
り
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
事
業

の
中
止
や
、
国
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
臨
時
交
付
金
の
大
幅
な
財
源
措

置
な
ど
が
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
根
本

的
な
課
題
は
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。
先

行
き
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
が
、
将
来

を
見
据
え
、
中
長
期
の
将
来
像
を
描
い

た
有
効
か
つ
持
続
的
な
事
業
を
、
来
年

度
予
算
に
お
い
て
作
り
上
げ
、
強
靭
な

財
政
力
の
も
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成

と
す
る
。

賛成

立
原
弘
一 

議
員

　

４
月
か
ら
市
長
も
替
わ
り
、
新
た
な

気
構
え
で
市
政
に
望
む
気
持
ち
に
つ
い

て
は
共
有
す
る
。
も
ち
ろ
ん
何
で
も
賛
成

と
い
う
態
度
に
な
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

今
回
の
決
算
審
査
で
は
多
数
の
厳
し
い

意
見
も
出
さ
れ
、
報
告
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
。
令
和
５
年
度
予
算
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
、
市
民
の
福
祉
、
暮
ら
し
、

教
育
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
の
で
き
る

市
政
に
発
展
す
る
た
め
の
土
台
を
作
っ

て
い
く
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
新
市
長
の
掲

げ
る
改
革
が
住
民
本
位
の
市
政
実
現
の

大
き
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成

と
す
る
。

■
令
和
４
年
請
願
第
３
号　

イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書

に
関
す
る
請
願
書

　

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中

止
を
求
め
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
国
会
ま
た
は
関
係
省
庁

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
請
願
す
る

も
の
。

賛成

川
井
宏
子 

議
員

　

日
本
で
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ

れ
る
と
、
課
税
売
上
高
１
０
０
０
万
円

以
下
の
免
税
業
者
全
国
５
０
０
万
、
さ

ら
に
１
０
０
０
万
と
言
わ
れ
る
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
に
納
税
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
市

に
は
対
象
業
種
の
方
は
約
５
０
０
０
人
、

課
税
業
者
と
取
引
の
あ
る
方
に
影
響
が

大
き
い
。
課
税
業
者
と
取
引
の
あ
る
小

規
模
業
者
、
個
人
事
業
主
に
大
き
な
影

響
を
受
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
市
、
市

民
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
で
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
を
強
行
に
実
施
す
れ
ば
国
民
、
市

民
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
る
と
考
え
、

賛
成
と
す
る
。

賛成

立
原
弘
一 

議
員

　

来
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
導
入
さ
れ
る
と
、
零
細
事
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
で
働
く
人
な
ど
に
経
済
的

に
も
事
務
的
に
も
大
変
な
負
担
が
生
じ

る
。
財
務
省
の
推
計
で
も
イ
ン
ボ
イ
ス
導

討
論

討
論
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入
に
伴
う
増
税
額
は
２
４
８
０
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
経
済
の
み
な
ら
ず
日

本
の
経
済
を
大
本
で
支
え
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
の
不
況
に
苦
し
み
、
ま
た
弱
肉
強

食
の
新
自
由
主
義
経
済
の
も
と
で
苦
し

み
な
が
ら
必
死
に
営
業
を
守
っ
て
い
る

事
業
者
の
皆
さ
ん
を
さ
ら
に
苦
し
め
る

よ
う
な
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
中
止
以
外

に
な
く
、
本
請
願
に
対
し
て
賛
成
と
す
る
。

賛成

菅
谷 

毅 

議
員

　

来
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
自
動

車
産
業
な
ど
輸
出
で
潤
う
大
企
業
に
は

消
費
税
の
戻
し
税
が
１
・
２
兆
円
と
巨

額
に
な
る
一
方
で
、
中
小
企
業
へ
は
２
５

０
０
億
円
も
の
課
税
強
化
と
な
る
こ
と

は
、
弱
い
者
い
じ
め
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
特
別
な
措
置
も
必
要
で
あ
る
が
、
全

て
の
小
規
模
事
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
制
度
の
中
止
を

求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
本
請
願
に
賛
成

と
す
る
。

■
令
和
４
年
請
願
第
４
号　

特
別
支
援

教
育
の
環
境
整
備
に
関
す
る
請
願
書

　

次
の
請
願
事
項
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
も
と
づ

き
県
へ
の
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
請

願
す
る
も
の
。

①
知
的
障
が
い
児
、
肢
体
不
自
由
児
対

応
の
特
別
支
援
学
校
を
鹿
行
地
域
の

適
切
な
箇
所
に
新
設
す
る
。

②
重
複
ク
ラ
ス
を
尊
重
す
る
。

③
医
療
的
ケ
ア
児
の
特
性
を
踏
ま
え
た

教
育
環
境
、
通
学
環
境
を
整
備
す
る
。

賛成

川
井
宏
子 

議
員

　

今
回
出
さ
れ
て
い
る
特
別
支
援
教
育

の
環
境
整
備
に
関
す
る
請
願
内
容
は
、
鹿

島
特
別
支
援
学
校
の
過
密
な
現
状
、
長

距
離
通
学
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
負

担
な
ど
か
ら
見
て
、
家
族
の
ご
く
当
た

り
前
の
要
望
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
問
題

が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
、
教
育
の
現
場

も
、
子
ど
も
た
ち
の
育
つ
環
境
も
質
の

向
上
に
つ
な
が
る
。
教
育
を
受
け
る
権

利
、
法
の
下
の
平
等
の
観
点
か
ら
見
て

も
、
早
急
な
改
善
が
必
要
。
現
在
の
鹿

島
特
別
支
援
学
校
の
立
地
条
件
か
ら
見

て
、
こ
れ
以
上
の
増
設
は
、
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
を
狭
め
、
伸
び
伸
び
と
教
育

を
受
け
る
た
め
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
賛
成

と
す
る
。

賛成

宇
田
一
男 

議
員

　

請
願
趣
旨
は
、
鹿
行
５
市
の
児
童
生

徒
が
通
う
鹿
島
特
別
支
援
学
校
に
お
い

て
、
年
々
児
童
生
徒
数
が
増
加
し
、
在

籍
数
は
３
５
０
名
程
度
と
県
内
２
位
、

全
国
的
に
も
上
位
に
入
る
規
模
と
な
る

こ
と
か
ら
施
設
の
過
密
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
肢
体
不
自
由
児
教
育
や

医
療
ケ
ア
が
可
能
な
施
設
整
備
が
未
整

備
な
た
め
十
分
な
教
育
が
困
難
な
こ
と
、

通
学
に
お
い
て
も
片
道
２
時
間
弱
、
往

復
で
３
～
４
時
間
も
日
々
費
や
し
て
い

る
こ
と
を
改
善
す
る
よ
う
県
に
求
め
る

も
の
。
こ
れ
は
、
障
が
い
を
持
つ
児
童
生

徒
や
そ
の
家
族
・
関
係
者
の
切
な
る
求

め
で
あ
り
、
願
意
妥
当
と
考
え
、
賛
成

と
す
る
。

賛成

立
原
弘
一 

議
員

　

地
域
の
特
別
支
援
教
育
の
担
い
手
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
鹿
島

特
別
支
援
学
校
の
必
要
性
は
重
く
、
近

年
の
児
童
生
徒
数
の
急
増
傾
向
、
規
模

拡
大
と
充
実
、
過
密
度
な
ど
を
鑑
み
る

と
鹿
行
地
域
に
新
設
校
が
必
要
で
あ
る

と
の
願
い
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
現
状
の

学
校
を
中
心
に
、
超
過
密
の
解
消
と
そ

の
他
の
課
題
を
保
護
者
や
教
職
員
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
施
設
・

環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
鹿
行
地
域
の

合
意
形
成
を
目
指
す
の
が
理
想
型
だ
と

す
れ
ば
、
本
請
願
が
保
護
者
の
願
い
が

詰
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
本
請
願
を

採
択
し
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
を
共
に

考
え
、
行
動
の
指
針
を
生
み
出
す
努
力

こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
賛
成

と
す
る
。

賛成

菅
谷 

毅 

議
員

　

通
学
に
２
時
間
も
要
す
る
な
ど
、
苛

酷
な
通
学
環
境
を
訴
え
る
児
童
生
徒
及

び
保
護
者
の
切
実
な
訴
え
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
教
育
環
境
の
改
善
を
求
め
る

請
願
に
対
し
て
、
拒
む
べ
き
根
拠
が
全

く
見
当
た
ら
な
い
。
委
員
会
の
中
で
の

反
対
意
見
と
し
て
、
今
後
の
移
転
を
想

定
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
改
善
、
充

実
を
求
め
る
内
容
で
あ
り
、
請
願
の
文

言
の
中
に
は「
移
転
」と
い
う
言
葉
は
入
っ

て
い
な
い
。
想
像
、
も
し
く
は
思
い
込
み

に
よ
っ
て
反
対
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
請
願

者
に
対
し
て
大
変
失
礼
な
こ
と
だ
と
考

え
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
請
願
に

対
し
賛
成
と
す
る
。
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

答
11
月
か
ら
２
月
頃
ま
で
を

予
定
し
て
い
る
。
国
は
全

国
民
が
取
得
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
も
全
市

民
が
取
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
出
張
申
請
は
永
続
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー

の
購
入
を
予
定
し
て
い
る

が
、
管
理
運
用
体
制
は
。

答
10
月
１
日
か
ら
道
路
交
通

法
の
改
正
に
よ
り
、
安
全

運
転
管
理
者
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

ク
の
義
務
が
加
わ
る
。
な
お
、
安

全
運
転
管
理
者
は
１
名
し
か
い
な

い
た
め
、
車
を
配
属
さ
れ
た
部
署

の
運
行
管
理
者
で
あ
る
管
理
職
に
、

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
業
務
を

委
任
す
る
よ
う
な
形
を
取
っ
て
い

く
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

５
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
39
号　

令
和
４
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
人
数
と
交
付
割
合
は
。

ま
た
、
他
市
町
村
と
の
比
較
は
。

答
７
月
末
現
在
、
申
請
件
数

は
３
万
５
７
２
１
件
。
交

付
件
数
３
万
９
９
５
件
で
、
交
付

率
は
46
％
と
な
っ
て
い
る
。
県
内

の
平
均
は
43
・
８
％
、
全
国
平
均

は
45
・
９
％
で
、
鹿
嶋
市
は
平
均

よ
り
上
回
っ
て
い
る
。

問
出
張
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付

け
る
と
の
こ
と
だ
が
、
い
つ
か
ら

い
つ
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
市
民
に
ど
れ
ぐ
ら
い
普
及

し
た
ら
止
め
る
の
か
。

一
般
会
計
等
の
補
正
予
算
５
件
を

審
査

予 算 決 算 常 任 委 員 会

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
２
件

の
議
案
と
１
件
の
請
願
を
審
査
し

ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
45
号　

鹿
嶋
市
職
員
の

定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問
市
財
政
及
び
職
員
採
用
計

画
へ
の
影
響
は
。

答
市
の
負
担
は
そ
れ
ほ
ど
増

え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

新
規
採
用
計
画
へ
の
影
響
も
な
い
。

問
職
員
組
合
へ
の
説
明
は
。

答
60
歳
を
超
え
る
職
員
の
給

与
は
７
割
水
準
と
な
る
こ

と
を
説
明
。

【
賛
成
討
論
】

・
従
前
の
役
職
定
年
の
運
用
方
法

を
参
考
と
す
べ
き
。

・
給
料
を
下
げ
る
こ
と
に
対
し
て

疑
義
は
残
る
が
職
員
の
処
遇
改
善

市
職
員
の
定
年
延
長
に
関
す
る
条
例
や

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
請
願
を
審
査

に
は
つ
な
が
る
。

・
組
織
と
し
て
正
規
職
員
を
確
保

す
る
姿
勢
を
評
価
す
る
。

■
令
和
４
年
請
願
第
３
号　

イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め

る
意
見
書
に
関
す
る
請
願
書

【
反
対
討
論
】

・
税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も

税
体
系
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
を
含
め
事
業
者
へ
の
影
響
は
計

り
知
れ
ず
、
働
く
場
所
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
国
に
対
し
市

民
や
事
業
者
の
声
を
国
に
届
け
る

こ
と
が
地
方
議
会
の
役
割
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
44
号
及

び
第
45
号
に
つ
い
て
は
全
員
賛
成

で
、
令
和
4
年
請
願
第
3
号
に
つ

い
て
は
賛
成
多
数
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
・
採
択
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た

総 務 生 活 委 員 会
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● 

委
員
会
の
活
動 

●

■
令
和
４
年
意
見
書
第
１
号　

シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

支
援
を
求
め
る
意
見
書

問
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中

止
・
延
期
で
は
な
く
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
み
に
支

援
を
求
め
る
意
見
書
で
あ
る
理
由

は
。答

社
会
参
加
、
健
康
維
持
に

重
き
を
置
い
た
「
い
き
が

い
就
業
」
を
し
て
い
る
高
齢
の
セ

ン
タ
ー
会
員
へ
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

【
賛
成
討
論
】

・
収
支
相
償
を
原
則
と
し
た
公
益

社
団
法
人
で
あ
る
た
め
意
見
書
の

提
出
に
は
賛
成
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
請
願
第
２
号

及
び
意
見
書
第
１
号
に
つ
い
て
は

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
請
願
第
４
号
に
つ
い
て
は
可

否
同
数
と
な
り
、
現※

状
維
持
の
原

則
に
よ
り
、
委
員
長
に
お
い
て
不

採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
請
願

２
件
、
意
見
書
１
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
討
論

■
令
和
４
年
請
願
第
４
号　

特
別

支
援
教
育
の
環
境
整
備
に
関
す
る

請
願
書

意
見
・
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
移
転
と
な
っ
た
場
合
、

市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
が
不
利

益
を
被
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

・
１
自
治
体
の
問
題
で
は
な
く
地

域
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む
た
め

に
意
見
書
の
提
出
は
必
要
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

・
市
内
の
多
く
の
児
童
・
生
徒
が

通
学
し
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と

移
転
に
つ
な
が
る
請
願
に
つ
い
て

は
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

・
教
育
環
境
の
現
状
や
通
学
の
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と
か
ら
県
に
改
善

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
べ
き

で
あ
る
。

特
別
支
援
教
育
の
環
境
整
備
に
関
す

る
請
願
書
な
ど
を
審
査

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
１
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
48
号 

市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て

主
な
質
疑

問
寄
附
前
の
状
況
は
。

答
便
宜
上
、
道
路
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
。

市
道
路
線
の
認
定
議
案
を
審
査

問
寄
附
に
係
る
善
行
表
彰
の

考
え
方
は
。

答
鹿
嶋
市
表
彰
条
例
で
の
善

行
表
彰
は
、
本
市
公
益
の

た
め
に
50
万
円
以
上
相
当
の
金
品

そ
の
他
を
寄
附
し
た
も
の
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
金
銭
だ
け
で
は
な

く
、
内
容
に
も
よ
る
が
土
地
に
つ

い
て
も
該
当
す
る
。　

　

採
決
の
結
果
、
本
案
は
全
員
賛

成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

都 市 経 済 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会
決算の

チェック

路線名 事項 番地先の表示 延長・幅員

市道
３５２１号線

起点 鹿嶋市大字中字中山
２７３６番１２地先 51.1ｍ

4.6ｍ～9.2ｍ
終点 鹿嶋市大字中字中山

２７３４番２２地先

市道 3521 号線の現地調査

※現状維持の原則…議会の会議原則の一つ。採択で可否同数のときは、現状を維持する方向に決定すべき
という原則。現状打破の責任を公平な立場にある議長（委員長）が負うべきではないという考えによる。
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Ｑ
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て

小
池
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て
、
停
留
所
及
び

登
録
者
数
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

大
野
鹿
島
間
を
ワ
ン
コ
イ
ン
で
利
用
で
き

な
い
か
と
い
う
利
用
者
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

A
年
間
利
用
者
は
増
加
傾
向 

政
策
企

画
部
長
令
和
元
年
度
に
年
間
利
用
者

が
１
万
３
０
３
６
人
、
令
和
２

年
度
に
は
１
万
２
２
５
５
人
、
令
和
３
年

度
に
は
１
万
４
６
５
１
人
と
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
令
和
２
年
度
は
落
ち
込
ん
だ
も
の

の
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
目
的
施

設
に
つ
い
て
も
、
事
業
開
始
時
に
は
86
か

所
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
で
は
１
３
８

か
所
と
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
て
き
た
。

大
野
鹿
島
間
の
運
賃
に
つ
い
て
、
デ
マ
ン

ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
、
民
間
タ
ク

シ
ー
事
業
者
と
共
存
し
て
い
る
。
ま
た
、

民
間
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
協
力
が
な
け
れ

ば
、
事
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

民
間
事
業
者
の
経
営
が
継
続
で
き
な
く
な

れ
ば
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
自
体
の
継
続

も
困
難
と
な
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
を
一
律
５
０
０
円

へ
変
更
す
る
と
い
う
考
え
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

Ｑ
今
後
の
敬
老
会
は

小
池
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む

中
、
今
後
の
敬
老
会
の
実
施

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

A
要
望
を
踏
ま
え
た
形
で
の
事
業
に

健
康
福

祉
部
長
令
和
５
年
度
以
降
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
従
来
の
式
典
形
式
か
ら
、
市

民
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
新
し
い
生
活
様
式

へ
の
転
換
の
時
期
と
捉
え
、
節
目
年
齢
等

を
対
象
と
し
、
高
齢
者
の
要
望
も
踏
ま
え

た
形
で
の
敬
老
事
業
に
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
ラ
ン
ド
セ
ル
の
配
布
は

小
池
ラ
ン
ド
セ
ル
の
配
布
に
つ
い
て
、

男
は
黒
、
女
は
赤
と
押
し
つ

け
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。
見
直
す

時
期
か
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

A
新
年
度
か
ら
新
た
な
形
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
支
給
予
定 

教
育
長
大
き
さ
、
重
さ
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
き
た
。
現
在
既
に
見
本
の

作
成
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
、
令
和
５
年

度
の
新
小
学
１
年
生
に
は
新
し
い
形
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
配
布
で
き
る
見
込
み
。
従
来

の
形
と
大
き
く
異
な
っ
た
フ
ァ
ス
ナ
ー
タ

イ
プ
の
採
用
に
よ
り
、
改
善
要
望
の
多

か
っ
た
大
き
さ
と
重
さ
に
つ
い
て
、
Ａ
４

フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
が
入
る
大
き
さ
で
あ

り
な
が
ら
、
重
さ
は
現
在
よ
り
も
軽
く
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
色
は
男
女
統
一
と
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
明

る
い
キ
ャ
メ
ル
色
と
し
た
。
児
童
及
び
保

護
者
に
は
、
就
学
時
健
康
診
断
の
際
に
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の
形
・
色
が
変
更
に
な
る
旨
を

伝
え
て
い
く
予
定
。

小
こ

池
いけ

  みよ子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
質
問
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小
池
み
よ
子

Ｑ
大
野
区
域
の
地
区
計
画
整
備

事
業
の
進
捗
は

内
田
大
野
地
区
は
、
線
引
き
制
度
導

入
に
よ
り
旧
大
野
区
域
全
域
が

市
街
化
調
整
区
域
に
な
る
こ
と
と
併
せ
、

鹿
島
大
野
駅
、
長
者
ヶ
浜
潮
騒
は
ま
な
す

公
園
前
駅
及
び
荒
野
台
駅
の
３
駅
周
辺

の
地
区
計
画
を
定
め
、
土
地
利
用
を
集
約

型
の
都
市
づ
く
り
の
展
開
と
し
て
計
画
し

た
。
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
事
業
推
進
を
図
り
た
い

都
市
整

備
部
長
鹿
島
大
野
駅
周
辺
地
区
で
は
、

整
備
状
況
と
し
て
、
道
路
新

設
10
路
線
、
延
長
約
１
９
０
０
メ
ー
ト

ル
、
進
捗
率
は
約
47
％
。
公
園
に
つ
い

て
は
、
１
か
所
、
２
６
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
進
捗
率
は
41
％
。
長
者
ヶ
浜
潮

騒
は
ま
な
す
公
園
前
駅
周
辺
地
区
で
は
、

整
備
状
況
と
し
て
、道
路
新
設
約
65
メ
ー

ト
ル
と
道
路
用
地
の
一
部
を
買
収
し
て

い
る
。
荒
野
台
駅
周
辺
地
区
で
は
、
整

備
状
況
と
し
て
、
道
路
新
設
３
路
線
と

既
存
道
路
拡
幅
１
路
線
、
約
１
０
５
０

メ
ー
ト
ル
、
進
捗
率
33
％
と
公
園
用
地

の
一
部
買
収
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
洋
上
風
力
発
電
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
は

内
田
洋
上
風
力
発
電
の
基
地
港
湾
を

活
用
し
た
鹿
嶋
地
域
の
活
性
化

の
方
策
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
市
の
将
来
発
展
の
鍵

市
長
洋
上
風
力
関
連
産
業
の
創
出

の
成
否
が
、
市
の
将
来
発
展

の
鍵
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
市

洋
上
風
力
発
電
事
業
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
基
地
港
湾
を
核
と
し
た
洋
上
風
力

関
連
産
業
の
総
合
拠
点
の
形
成
を
目
指

し
た
策
定
を
進
め
て
い
る
。
本
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
後
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向

け
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
様
々

な
施
策
を
展
開
し
、
地
域
経
済
の
持
続

可
能
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
情
報
化
計
画
に
つ
い
て

内
田
第
４
次
鹿
嶋
市
情
報
化
計
画

の
遅
延
・
未
実
施
項
目
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
各
項
目
検
討
・
調
査
研
究
を
し
て
い
く

総
務部

長
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
ロ

ゴ
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
開
始
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
手
続
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
カ
ー
ド
な
ど
と
の
機
能
統
合

な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

公
開
手
法
を
決
定
し
た
上
で
デ
ー
タ
を

提
供
し
て
い
く
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
公

務
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
公

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
の

遵
守・見
直
し
に
つ
い
て
は
、
随
時
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
見
直
し
を
行
い
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
な
ど
に
お
い
て
職
員
に
浸
透

さ
せ
て
い
く
。
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
の
保
護
、

業
務
継
続
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
災
害

や
事
故
発
生
時
の
デ
ー
タ
保
護
体
制
の

強
化
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

内
うち

田
だ

  政
まさ

文
ぶみ

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
地
域
医
療
に
つ
い
て

宇
田
市
を
含
め
た
鹿
行
保
健
医
療

圏
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

A
医
師
不
足
・
救
急
医
療
体
制
の

確
保
が
課
題

市
長
鹿
行
地
域
医
療
圏
の
人
口
10

万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
、
県

内
の
２
次
医
療
圏
に
お
い
て
最
下
位
、
全

国
の
各
医
療
圏
と
の
比
較
で
も
低
迷
し
て

い
る
。
市
の
現
状
は
、
令
和
２
年
実
績
で

１
０
８
名
の
医
師
が
在
籍
し
10
万
人
当

た
り
で
の
換
算
で
は
１
６
１
・
３
人
で
、

鹿
行
地
域
医
療
圏
内
で
は
最
も
高
い
状

況
（
潮
来
市
43
・
５
名
、
神
栖
市
90
・

１
名
、
行
方
市
62
・
１
名
、
鉾
田
市
54
・

５
名
）。
し
か
し
、
国
及
び
県
で
は
、
人

口
10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
が
２
０
０
人

を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
医
師
不
足

で
あ
る
と
い
う
現
実
を
深
く
受
け
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
診
療
科
目
の

偏
在
が
あ
り
、
中
で
も
救
急
医
療
の
体
制

確
保
に
つ
い
て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
救
急
医
療
体
制
と
コ
ロ
ナ
感

染
者
受
入
れ
対
策
の
両
立
は

宇
田
救
急
医
療
体
制
維
持
と
コ
ロ

ナ
感
染
者
受
入
れ
対
策
の
両

立
は
確
立
さ
れ
て
い
る
か
。

A
両
立
に
向
け
た
体
制
構
築
を

図
っ
て
い
る 

健
康
福

祉
部
長
各
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、

一
般
患
者
診
療
と
コ
ロ
ナ
患

者
対
応
の
両
立
を
図
る
べ
く
最
大
限
の

対
応
を
い
た
だ
い
た
。
国
・
県
で
も
、

コ
ロ
ナ
対
応
協
力
医
療
機
関
に
対
し
て

は
、
入
院
受
入
れ
病
院
へ
の
医
療
体
制

の
強
化
を
目
的
と
し
た
医
療
機
材
の
整

備
、
検
査
体
制
支
援
の
た
め
の
検
査
機

器
導
入
支
援
、
医
療
従
事
者
の
労
災
給

付
の
補
償
等
に
つ
い
て
の
保
険
料
補
助

等
、
補
助
金
と
支
援
の
ほ
か
効
率
的
な

業
務
軽
減
を
図
る
な
ど
両
立
に
向
け
体

制
構
築
を
図
っ
て
き
た
。

Ｑ
地
域
医
療
体
制
へ
の
思
い
は

宇
田
地
域
医
療
体
制
の
維
持
・
向
上
に

向
け
た
、
市
長
と
し
て
の
思
い
は
。

A
着
実
に
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ

う
取
組
む

市
長
喫
緊
の
取
組
と
し
て
は
、
市

内
医
療
機
関
に
定
着
す
る
医

師
の
確
保
と
不
足
診
療
科
の
医
師
確
保

が
重
要
。
昨
年
小
山
記
念
病
院
に
て
産

婦
人
科
医
2
名
が
確
保
さ
れ
、
現
在
は
、

循
環
器
内
科
医
2
名
の
確
保
に
つ
い
て
、

県
に
お
い
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

心
身
の
健
康
は
、
市
民
生
活
を
送
る
上

で
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
本
市
の

医
療
提
供
体
制
の
強
化
は
、
私
の
使
命

だ
と
考
え
て
い
る
。
市
政
策
の
整
理
整

頓
を
推
し
進
め
事
業
財
源
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
地
元
医
師
会
や
各
医
療

機
関
・
県
・
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
、
鹿
行
保
健
医
療
圏

地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
を
は
じ
め

様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
着
実
な
成
果

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
。

宇
う

田
だ

  一
かず

男
お

 議員
〔発言時間＝45分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。
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Ｑ
通
所
介
護
な
ど
の
報
酬
加
算

に
つ
い
て

川
井
政
府
は
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
難
と

な
っ
た
事
業
所
へ
の
救
済
策
と
し

て
、
通
所
介
護
な
ど
の
報
酬
を
加
算
と
し

た
。
感
染
拡
大
と
い
う
状
況
で
、
利
用
料
の

３
％
加
算
は
ど
う
い
う
加
算
な
の
か
伺
う
。

A
事
業
所
が
３
％
加
算
で
き
る

健
康
福

祉
部
長
コ
ロ
ナ
に
よ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
減
少
の
加
算
、
い
わ
ゆ

る
３
％
加
算
と
は
、
通
所
介
護
な
ど
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等

に
よ
り
、
一
定
程
度
利
用
者
数
が
減
少
し

た
場
合
、
事
業
所
が
介
護
基
本
報
酬
の

算
定
時
に
、
３
％
上
乗
せ
し
た
金
額
を

請
求
で
き
る
と
い
う
介
護
報
酬
の
加
算

の
こ
と
。
３
％
加
算
は
、
厚
生
労
働
省
が

対
象
と
す
る
感
染
症
や
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
加
算
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
３
％
加
算
の
調
査
を
求
め
る

川
井
本
来
な
ら
国
に
求
め
て
い
く
べ

き
減
収
補
填
分
だ
が
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
、

利
用
料
の
減
少
分
を
、
ケ
ア
を
受
け
て

い
な
い
の
に
利
用
者
の
利
用
料
に
上
乗

せ
を
す
る
。
施
設
を
守
る
と
い
う
点
で

仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
い
う
が
、
納
得

の
い
か
な
い
利
用
者
が
い
る
。
感
染
拡

大
で
ど
こ
ま
で
負
担
が
増
え
続
け
る
の

か
、
利
用
が
続
け
ら
れ
る
の
か
心
配
だ

と
い
う
声
が
出
て
い
る
。
市
と
し
て
の

調
査
を
強
く
要
望
す
る
が
、
い
か
が
か
。

A
本
市
で
は
５
名

健
康
福

祉
部
長
現
状
、
本
市
で
は
他
市
の
事
業

所
に
通
い
３
％
加
算
を
適
用
さ

れ
た
利
用
者
が
５
名
ほ
ど
い
る
。
実
情
に

関
し
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
し
て
、

介
護
の
実
態
、
生
活
の
実
態
等
を
聞
き
な

が
ら
、
情
報
把
握
、
収
集
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
選
挙
当
日
に
無
料
の
送
迎
を

川
井
選
挙
の
当
日
、
無
料
で
タ
ク

シ
ー
送
迎
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
市
で
検
討
で
き
な
い

か
、
考
え
を
伺
う
。

A
実
施
は
困
難

選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長

運
転
手
の
確
保
や
費
用
対

効
果
の
面
な
ど
で
課
題
が
多

い
た
め
実
施
は
困
難
。
し
か
し
、
投
票
所

へ
の
移
動
が
困
難
な
方
は
今
後
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
有
効
な
方
策
の

実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
投
票

し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

川
井
選
挙
当
日
、
共
通
投
票
所
の

導
入
や
投
票
所
の
拡
充
も
試

み
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
市
で
共
通

投
票
は
で
き
な
い
か
。

選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長

市
内
数
か
所
で
期
日
前
投

票
所
を
設
け
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
分
散
投
票
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
期
日
前
投
票

所
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
共
通

投
票
所
の
設
置
は
当
面
は
見
送
る
。

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝90分〕
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Ｑ
新
自
由
主
義
で
は
な
い
行
財

政
改
革
を

菅
谷
１
９
８
０
年
代
か
ら
進
め
ら

れ
た
新
自
由
主
義
的
な
政
策

に
よ
り
小
さ
な
政
府
や
民
営
化
が
進
め

ら
れ
た
結
果
、
公
共
交
通
、
公
立
病
院
、

水
道
事
業
な
ど
市
民
生
活
を
維
持
で
き

な
い
も
の
に
し
て
い
る
。
縮
小
さ
れ
す

ぎ
た
医
療
や
介
護
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
は
再
構
築
す
べ

き
。
そ
の
よ
う
な
中
、
市
長
の
進
め
る

行
財
政
改
革
の
柱
と
目
標
を
伺
う
。

A
持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
財
政
運
営
を
目
指
す

市
長
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
持
続
可

能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

る
財
政
運
営
で
あ
り
、
財
政
健
全
化
に

向
け
、
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

具
体
的
に
は
今
後
、
①
実
質
単
年
度
収

支
、
②
経
常
収
支
比
率
、
③
将
来
負
担

比
率
の
３
つ
の
指
標
に
注
目
を
し
な
が

ら
、
④
基
金
残
高
の
増
加
、
特
に
財
政

調
整
基
金
の
適
切
な
積
立
て
に
取
組
ん

で
い
き
た
い
。

Ｑ
行
政
組
織
の
見
直
し
と
行
政

運
営
は

菅
谷
組
織
横
断
的
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
組
織
に
見
直
し
、
正
規
・
非
正
規

職
員
が
混
在
す
る
職
員
体
制
も
整
理
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A
効
率
的
・
効
果
的
な
体
制
を
構
築

総
務部

長
市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情

勢
等
を
踏
ま
え
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
高
度
化
、
複
雑
化
す
る
行
政
需
要

に
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
行
政
運

営
を
行
う
上
で
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
常
に
組

織
及
び
運
営
の
合
理
化
に
努
め
る
と
の

地
方
自
治
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
よ
り

効
率
的
で
効
果
的
な
組
織
、
職
員
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
市
民
の
底
力
を
引
き
出
す

チ
ャ
ン
ス

菅
谷
10
月
に
労※
働
者
協
同
組
合
法

が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
で

取
り
組
ん
で
き
た
事
業
を
発
展
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
新
し
い

行
政
の
担
い
手
と
し
て
有
効
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
行
政
の
地
域
課

題
の
解
決
の
た
め
行
政
改
革
の
重
要
な

項
目
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
、
住
民
周

知
や
予
算
措
置
も
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A 

様
々
な
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

政
策
企

画
部
長
労
働
者
協
同
組
合
の
設
立
は
、

新
し
い
市
民
活
動
の
形
の
一

つ
で
あ
り
、
市
と
し
て
そ
の
支
援
は
必

要
と
認
識
し
、
行
財
政
改
革
に
お
い
て

も
、
財
政
健
全
化
の
ほ
か
、
地
域
が
抱

え
る
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
詳
細
が
分

か
り
次
第
、
早
期
に
庁
内
で
の
仕
組
み

づ
く
り
を
検
討
し
、
適
切
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

菅
すが

谷
や

 　毅
つよし

 議員
〔発言時間＝60分〕

※労働者協同組合…組合員が出資し、それぞれの意見を反映して事業を行い、組合員自らが
事業に従事することを基本原理とする組織。（日本の協同組合：農協、生協、漁協、労働金庫、
こくみん共済コープ、信用組合、森林組合、労働者協同組合など）

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。
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【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
基
金
に
つ
い
て

質
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
新
た
な
取
組

質
将
来
に
向
け
た
官
民
連
携
事
業
の
考
え

質

都
市
公
園
の
バ
ン
ド
リ
ン
グ
事
業
計

画
の
新
た
な
進
捗

Ｑ
市
の
財
政
は

舛
井
本
市
の
財
政
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
た
れ
て
い

る
の
か
。

A
非
常
に
厳
し
い
と
認
識

市
長
非
常
に
厳
し
い
と
認
識
を
し

て
い
る
。
今
後
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
が
私
に
課
せ
ら

れ
た
重
要
な
テ
ー
マ
の
１
つ
。
今
後
歳

入
は
、
人
口
減
少
や
基
幹
産
業
の
構
造

改
革
な
ど
に
よ
り
、
先
細
り
と
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
一
方
、
歳
出
は
施
設

の
維
持
管
理
に
加
え
、
義
務
的
経
費
が

増
加
し
て
い
く
と
予
想
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
成
果
の
低
い

事
業
の
予
算
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る

事
業
へ
集
中
さ
せ
る
な
ど
、
政
策
の
整

理
と
再
構
築
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
取
組
を
通
じ
て
、
今
後
子
育
て
、
医

療
、
福
祉
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
基
本
的

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
向
け
て
財
源

を
確
保
し
た
い
。

Ｑ
行
財
政
改
革
の
取
組
は

舛
井
来
年
度
の
予
算
編
成
が
具
体

的
に
計
画
さ
れ
て
い
く
時
期

だ
が
、
各
部
局
に
お
け
る
行
財
政
改
革

に
向
け
た
事
業
の
整
理
整
頓
の
検
討
や

進
捗
具
合
は
。

A
ま
ず
は
歳
出
の
縮
減
が
必
要

市
長
行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、

ま
ず
歳
出
の
縮
減
が
必
要
で

あ
り
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
は

事
業
、
業
務
の
断
捨
離
。
そ
こ
で
必
要

と
さ
れ
る
の
は
目
的
と
手
段
、
成
果
の

整
合
性
を
検
証
し
、
数
値
化
に
よ
る
分

析
を
根
拠
と
し
た
政
策
立
案
が
大
切
で

あ
り
、
職
員
に
は
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
を

用
い
た
事
業
の
設
計
図
を
書
く
こ
と
を

今
後
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
行
財
政
改

革
の
理
解
を
深
め
、
組
織
と
し
て
同
じ

方
向
に
進
む
た
め
に
、
部
課
長
級
、
課

長
補
佐
級
ま
で
の
職
員
に
対
し
、
延
べ

１
４
８
時
間
ほ
ど
意
見
交
換
を
含
め
研

修
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
廃
止
す
べ

き
事
業
や
手
続
に
つ
い
て
職
員
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
意
見
を
聞
き
、
事

業
廃
止
が
可
能
な
も
の
を
現
在
抽
出
、

精
査
中
で
あ
る
。

舛
井
限
ら
れ
た
厳
し
い
財
政
の
中
、

安
定
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
に
は
、
よ
り
選
択
と
集
中
を

徹
底
し
て
い
く
と
い
う
、
大
き
な
、
ま

た
は
厳
し
い
決
断
が
今
後
必
要
に
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
と
き
に
影
響

を
受
け
る
の
は
や
は
り
市
民
で
あ
る
た

め
、
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

舛
ます

井
い

　明
あきひろ

宏 議員
〔発言時間＝45分〕
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Ｑ
観
光
客
数
の
推
移
は

河
津
鹿
嶋
市
の
観
光
客
数
等
は
ど

の
よ
う
な
変
化
を
し
て
き
た

の
か
。

A
令
和
３
年
度
は
約
１
４
７
万
人

経
済
振

興
部
長
東
日
本
大
震
災
直
前
で
あ
る

平
成
22
年
度
の
茨
城
県
観
光

動
態
調
査
の
数
値
で
は
約
２
７
０
万

人
、
震
災
直
後
の
平
成
23
年
度
に
つ
い

て
は
約
２
２
０
万
人
、
平
成
28
年
度
に

は
平
成
22
年
度
の
２
７
０
万
人
近
く
ま

で
観
光
客
数
は
回
復
し
た
。
令
和
２
年

度
は
平
成
22
年
度
の
３
分
の
１
に
な
る

約
90
万
人
と
激
減
、
令
和
３
年
度
は
約

１
４
７
万
人
と
平
成
22
年
度
の
55
％
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
市
の
玄
関
口
の
景
観
は

河
津
市
の
玄
関
が
観
光
客
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
と
思
え
な

い
の
が
現
状
。
せ
め
て
市
の
観
光
地
に

向
か
う
道
路
や
そ
こ
か
ら
見
え
る
景
観

に
は
第
三
者
目
線
で
の
注
意
も
必
要
だ

と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
改
善
し
て
い
き
た
い

都
市
整

備
部
長
景
観
上
決
し
て
き
れ
い
と
は

言
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
市

民
の
皆
様
の
利
用
に
お
い
て
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
観
光
政
策
の
観
点
か
ら
、

市
外
か
ら
来
訪
す
る
方
に
対
し
て
お
出

迎
え
す
る
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
と

い
っ
た
配
慮
が
不
足
し
た
状
況
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
草
の
繁
茂
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
景
観
を
損
ね
る
一
因
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
改
善
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
道
の
駅
の
建
設
は

河
津
道
の
駅
は
建
設
費
用
に
国
の

補
助
金
を
活
用
で
き
る
た
め
、

自
治
体
の
負
担
も
少
な
い
。
ま
た
そ
の

土
地
の
農
産
物
が
安
く
買
え
る
た
め
、

観
光
客
も
多
く
集
ま
る
。
農
産
物
以
外

に
も
加
工
品
や
お
土
産
品
の
開
発
も
進

む
な
ど
、
農
業
や
漁
業
を
営
む
方
々
だ

け
で
は
な
く
、
様
々
な
業
者
の
方
々
の

支
援
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
人
気

が
あ
る
。
鹿
嶋
市
へ
の
建
設
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

A
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
難
し
い

市
長
財
政
改
革
に
注
力
す
る
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
難
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
の
駅
の
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
、
財
政
の
状
況
が
好
転
を

し
、
国
の
補
助
な
ど
も
活
用
で
き
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
そ
の
時
の
社
会
情
勢
を

判
断
し
つ
つ
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

現
時
点
で
の
市
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
鹿
島
の
里
事
業
な
ど
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
民
間
施
設
に
道
の
駅
機
能
、

地
域
振
興
の
部
分
に
つ
い
て
も
担
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
く
と

と
も
に
、
市
と
し
て
は
鹿
島
神
宮
周
辺

や
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
と
の
回
遊
性
が
担

保
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

河
かわ

津
つ

  　亨
とおる

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
市
長
の
目
指
す
市
政
運
営
は

田
口
市
長
の
進
め
る
政
策
を
支
援

す
る
議
員
の
１
人
と
し
て
、

市
長
の
目
指
す
「
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
鹿
嶋　

挑

戦　

明
る
く
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
鹿
嶋
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
伺
う
。

A
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

市
長
「
明
る
く
、
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
鹿
嶋
」
は
ま
ち
の

将
来
像
と
し
て
表
現
し
た
も
の
。「
明

る
く
」
は
、
日
々
の
生
活
、
将
来
も
明

る
い
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
る
。「
心

豊
か
に
」
は
、
不
安
を
抱
か
せ
な
い
生

活
環
境
で
あ
り
、
心
を
満
た
す
自
然
や

歴
史
、
文
化
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

な
ど
、
物
や
金
銭
面
の
満
足
感
以
外
で
、

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
得

ら
れ
る
日
々
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
も
の

に
対
し
満
足
さ
れ
る
こ
と
を
表
現
し
て

い
る
。
こ
の
考
え
の
も
と
、
市
政
運
営

方
針
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
、
Ｎ
ｅ

ｘ
ｔ
鹿
嶋
の
５
本
の
柱
で
あ
る
、
①
次

世
代
も
輝
く
雇
用
の
あ
る
鹿
嶋
②
行
っ

て
み
た
い
、
暮
ら
し
て
み
た
い
鹿
嶋
③

元
気
で
賢
い
鹿
嶋
っ
子
育
成
④
暮
ら
し

や
す
く
生
き
が
い
の
あ
る
鹿
嶋
⑤
行
財

政
改
革
で
あ
る
。

Ｑ
自
治
会
の
現
状
と
課
題
は

田
口
平
成
30
年
12
月
に
「
人
口
減

少
時
代
の
新
し
い
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振
興
方
策
に

つ
い
て
」
と
し
た
中
央
教
育
審
議
会
答

申
が
あ
っ
た
。
１
つ
目
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
と
持
続
的
な
発
展
を

推
進
す
る
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
、
２
つ

目
に
地
域
の
防
災
拠
点
が
加
わ
っ
た
。

市
に
は
中
央
公
民
館
と
各
公
民
館
合
わ

せ
て
11
の
公
民
館
が
あ
り
、
市
民
に

と
っ
て
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
で
あ
る
。
現

在
各
地
区
の
公
民
館
に
は
館
長
10
名
、

地
域
活
動
支
援
員
10
名
、
公
民
館
主
事

33
名
、
地
域
福
祉
推
進
員
21
名
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
委
員
８
３
０
名
、
地

区
社
協
委
員
2
2
5
名
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
な
ど
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
。

自
治
会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

A
新
た
な
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ

て
い
る

市
民
生

活
部
長
市
に
は
現
在
12
小
学
校
区
に

１
０
１
の
自
治
会
が
存
在
し
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
運
営
が
さ
れ

て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
区
長
を
対
象

に
実
施
し
た
区
・
自
治
会
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
も
、「
新
規
の
自

治
会
加
入
者
が
見
込
め
な
い
」「
役
員

の
成
り
手
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
区
長

や
自
治
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
多
く

な
り
運
営
の
負
担
を
感
じ
る
」
な
ど
の

運
営
に
関
す
る
課
題
を
把
握
し
て
い
る
。

自
治
会
に
代
表
さ
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
は
、
住
民
の
安
心
に
つ
な
が
る

存
在
で
あ
り
、
特
に
地
域
に
よ
っ
て
高

齢
化
、
核
家
族
化
が
顕
著
に
進
む
時
代

に
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
は
非
常
に
重
要
。

市
と
し
て
も
、
変
化
す
る
時
代
に
合
わ

せ
た
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
模
索
し
て
お
り
、
区
長
会
と

も
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
く
。

田
た

口
ぐち

 　茂
しげる

 議員
〔発言時間＝90分〕
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Ｑ
防
災
計
画
に
つ
い
て

笹
沼
地
域
防
災
計
画
と
地
区
防
災

計
画
の
違
い
は
。
ま
た
市
の

取
組
の
現
状
と
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

A
実
情
に
応
じ
支
援
に
努
め
る

市
民
生

活
部
長
地
域
防
災
計
画
は
、
市
全
域

を
対
象
と
す
る
計
画
。
地
区

防
災
計
画
は
住
民
や
事
業
者
が
自
由

に
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
小
学
校
区
単

位
、
自
治
会
単
位
、
あ
る
い
は
班
単
位

な
ど
、
防
災
活
動
を
継
続
的
に
推
進
で

き
る
区
域
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
市
内
に
お
い
て

地
区
防
災
計
画
を
策
定
し
、
地
域
防
災

計
画
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
各
地
区
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、
自
治
会
代
表
者
と
の

協
議
を
進
め
な
が
ら
、
計
画
策
定
に
向

け
た
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

笹
沼
昨
年
法
改
正
の
あ
っ
た
「
個

別
避
難
計
画
」
の
役
割
を
県

で
も
公
表
し
て
い
る
。
市
の
取
組
状
況

と
今
後
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別

避
難
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

A
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
全
体
へ

健
康
福

祉
部
長
本
市
で
は
、
速
や
か
に
市
内

の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
避
難
支
援
に

お
け
る
一
連
の
対
応
を
鹿
嶋
市
避
難
行

動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
と
し
て

策
定
。
さ
ら
に
市
が
作
成
し
た
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
約
１

９
０
０
人
に
対
し
、
災
害
発
生
時
に
名

簿
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
避
難
支
援

関
係
者
等
へ
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
同
意
確
認
を
行
い
、
同
意
状
況
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
で

３
５
４
人
、
全
体
の
15
・
５
％
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル

地
区
を
選
定
し
、
策
定
過
程
で
の
評
価

点
や
反
省
点
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
全
域

に
こ
の
取
組
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
策

定
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

笹
沼
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と
今

後
の
計
画
や
方
向
性
は
。

A
見
直
し
に
着
手

市
長
本
市
の
令
和
３
年
度
実
績
は
、

約
６
７
０
０
万
円
が
市
外
へ

流
出
し
て
い
る
計
算
と
な
り
、
こ
の
状

況
は
平
成
30
年
以
降
４
年
連
続
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
１

点
目
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
の
発

想
に
頼
る
こ
と
な
く
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
の
発
想
に
大
き
く
か
じ
を
切
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
寄
附
者
の
立
場
に

な
っ
て
、
売
れ
る
も
の
を
返
礼
品
と
し

て
開
発
す
る
こ
と
へ
切
り
替
え
て
い
く
。

２
点
目
は
推
進
体
制
の
刷
新
。
魅
力
的

な
返
礼
品
の
開
発
を
実
現
し
、
多
く
の

寄
附
者
の
目
に
触
れ
さ
せ
、
手
に
取
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
現
在
の
体
制
は
不

十
分
で
あ
る
た
め
、
民
間
の
力
も
使
い

な
が
ら
着
実
に
効
果
を
上
げ
る
体
制
を

構
築
し
て
い
く
。

笹
ささぬま

沼  康
やすひろ

弘 議員
〔発言時間＝30分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
質
問
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シルバー人材センターに対する支援を求める
意見書

【意見書の提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、国税庁長官、厚生労働大臣、経済産業大臣
　シルバー人材センター（以下、「センター」という。）は、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づ
き設立された公的団体であり、地域の日常生活に密着した就業機会を提供することなどにより、高齢者の社
会参加を促進し、高齢者の生きがいの充実、健康の保持促進、ひいては地域社会の活性化、医療費や介護費
用の削減などに貢献している。
　令和５年10月に、消費税において適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）が導入される予定となっ
ているが、同制度が導入されると、免税事業者であるセンターの会員はインボイスを発行することが難しい
ことから、センターは仕入税額控除が出来なくなり、新たに預かり消費税分を納税する必要が生じる。しかし、
公益法人であるセンターの運営は収支相償が原則であり、新たな税負担の財源はない。
　人生100年時代を迎え、国をあげて生涯現役社会の実現が求められる中、報酬よりも社会参加・健康維持
に重きをおいた「いきがい就業」をしているセンターの会員に対して、形式的に個人事業者であることをもっ
て、インボイス制度をそのまま適用することは、地域社会に貢献しようと努力している高齢者のやる気生きが
いを削ぎ、ひいては地域社会の活力低下をもたらすものと懸念される。
　センターにとっては、新たな税負担はまさに運営上の死活問題である。消費税制度においては、小規模事
業者への配慮として、年間課税売上高が1,000万円以下の事業者は消費税の納税義務が免除されているところ
であり、少額の収入しかないセンターの会員の手取額がさらに減少することなく、センターにおいて安定的な
事業運営が可能となる措置を強く求める。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度
堅持に係る意見書

【意見書の提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣
　学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを
実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。また、新型
コロナウイルス感染症対策にともない新たな業務も発生しています。ゆたかな学びや学校の働き方改革を実
現するためには、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。2021年３月の義務
標準法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に35人に引き下げられるものの、今後は、小学校に留ま
ることなく、中学校での35人学級の早期実施も必要です。加えて、きめ細かい教育をすすめるためには、さ
らなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現が必要です。一方、厳しい財政状況の中、独自財源によ
り人的措置等を行っている自治体もありますが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務
教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で2006年度に国庫負担率が２分の１から３分の１に引
き下げられました。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、
一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するための条件整備は
不可欠です。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育
行政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記
１．中学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級について検討すること。
２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定

数改善を推進すること。
３．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

意
見 国に 2 件の意見書を提出しました
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樋
口
富
士
男

　
今
回
は
清
真
学
園
中
学
校
に
訪
問
し
、

夢
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
部
活
の
時
間
を
割
い

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
く
れ
た
宮

原
さ
ん
は
、
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
で

し
た
が
、
夢
の
話
に
な
る
と
積
極
的
に

語
っ
て
く
れ
た
の
で
終
始
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
進
行
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
も
彼
の
話

に
感
心
し
、
ま
た
勉
強
に
も
な
り
ま
し

た
。
顧
問
の
先
生
の
御
協
力
も
あ
っ
て

約
1
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

副
委
員
長　
　

舛　

井　

明　

宏

委　
　

員　
　

小　

池　

み
よ
子

委　
　

員　
　

宇　

田　

一　

男

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

内　

野　

敬　

仁

12月1日（木）次回定例会は

※変更の場合があります。詳細はＨＰでお知らせします。
　https://www.city.kashima.ibaraki.jp/site/19gikai/3297.html

開会予定です

　
　─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─

きかせて！あなたの夢

個
人
が
輝
け
る

社
会
へ

　

私
は
将
来
、
科
学
の
研

究
職
に
就
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
き
っ
か

け
は
、
私
の
弟
に
障
が

い
が
あ
り
、
そ
の
原
因
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
遺
伝
子
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
た
こ
と
で
し
た
。

研
究
職
に
就
き
、
ど
ん
な

人
も
個
性
を
大
切
に
、
個

人
が
輝
け
る
社
会
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
不
思
議
に
思
っ

た
こ
と
は
知
り
た
い
と
い

う
知
的
好
奇
心
が
強
く
、

や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
挑
戦
を
し
た
い
と
思
う

性
格
で
す
。
探
求
心
や
挑

戦
す
る
心
を
大
切
に
、
こ

れ
か
ら
も
勉
強
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
多
く
の
本
に

触
れ
、
学
び
を
増
や
し
て

い
く
と
同
時
に
、
学
業
以

外
に
も
興
味
を
持
っ
た
こ

と
に
は
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

鹿
嶋
市
に
対
し
て
は
、

カ
フ
ェ
が
あ
り
、
屋
上
に

テ
ラ
ス
の
あ
る
よ
う
な
素

敵
な
図
書
館
を
作
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
す
べ
て
の
世

代
が
利
用
し
や
す
い
「
本

に
興
味
を
持
て
る
」
場
所

が
あ
っ
た
ら
、
ま
ち
の
活

力
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。自

分
の
夢
を
明
確
に
持
ち
、

そ
れ
だ
け
に
囚
わ
れ
ず
何
で

も
吸
収
し
た
い
と
い
う
知
的

好
奇
心
の
塊
の
宮
原
さ
ん
。

遺
伝
子
研
究
者
に
向
け
て
精

進
し
て
く
だ
さ
い
。

（
樋
口
・
内
野
）

清
真
学
園
中
学
校
３
年
生

清
真
学
園
中
学
校
３
年
生

　
　
　
　

宮宮み
や
は
ら

み
や
は
ら原原　　

誓誓ち
か
ぜ

ち
か
ぜ成成

さ
ん
さ
ん

議 会 Ｔ ＣＯ Ｐ Ｉ Ｓ

総務大臣から感謝状を授与されました！
　飯塚俊雄議員が、議会の議員
として通算35年以上在職し、地
方自治の発展に顕著な功労が
あったと認められ、総務大臣よ
り感謝状が贈られました。

　「このたび、総務大臣より表彰を
受け大変嬉しく思います。
　35年の議員生活において、多く
の皆様に支えられ大過なく過ごすこ
とができました。
　誠にありがとうございました。」

飯塚俊雄 議員

12 /1（木）本会議：開会
7（水）
8（木）
9（金）

本会議：一般質問
　※９日は予備日 

13（火）本会議：質疑・委員会付託
予算決算常任委員会

14（水）予算決算常任委員会
15（木）常任委員会
20（火）本会議：委員長報告・討論・採決・閉会

次号の｢とびら｣は令和５年２月１日発行予定です


